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(5) 生活圏における広域調査
県及び市町村では、携行型放射線測定器（サ

ーベイメータ）等を用いて、生活圏を中心とし

て、公園、学校など、地域を代表する地点で空

間放射線量率を定期的に測定しています。

生活圏においては線量が高い所を中心に市町

村等による除染が進められており、着実な線量

の低下が認められます。

生活圏における広域調査結果

第１回

毎時0.2マイクロシーベルト以上

0.3マイクロシーベルト未満の地点

は全体の5.6％（38地点）、毎時0.3

マイクロシーベルト以上0.4マイク

ロシーベルト未満の地点は0.7％

（５地点）でした。

県中央及び東毛地域の平野部で

は、全ての地点で毎時0.2マイクロ

シーベルト未満でした。

なお、毎時0.4マイクロシーベル

ト以上の地点は確認されていませ

ん。

第２回

１年前に５地点あった毎時0.3

マイクロシーベルト以上0.4マイ

クロシーベルト未満の地点は無く

なり、毎時0.2マイクロシーベル

ト以上0.3マイクロシーベルト未

満の地点は、全体の1.5％（17地

点）に減少しています。

１年前と比べ、生活圏における

空間放射線量率は着実に低下して

います。

（平成２４年９月３０日時点）

測定地点数：１１１５地点

（平成２３年９月３０日時点）

測定地点数：６７９地点

0.10未満
54.1%

0.10以上
0.20未満

39.6%

0.20以上
0.30未満

5.6%

0.30以上
0.40未満

0.7%

放射線量の内訳

凡例
０．１０未満
０．１０以上 ０．２０未満
０．２０以上 ０．３０未満
０．３０以上 ０．４０未満
０．４０以上

単位：μＳｖ/ｈ
（マイクロシーベルト/時）

放射線量の内訳

0.10未満
69.7%

0.10以上
0.20未満
28.8%

0.20以上
0.30未満

1.5%
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第３回

毎時0.2マイクロシー

ベルト以上0.3マイクロ

シーベルト未満の地点

は、全体の0.4％（５地

点）に減少し、生活圏の

空間放射線量率は、さら

に低下してきています。

第４回

毎時0.2マイクロシー

ベルト以上0.3マイクロ

シーベルト未満の地点は、

全体の0.1％（１地点）

に減少しています。

第５回

毎時0.2マイクロシー

ベルト以上0.3マイクロ

シーベルト未満の地点が

無くなりました。

（平成２６年５月３１日時点）

測定地点数：１１２４地点

（平成２５年５月３１日時点）

測定地点数：１１２４地点 放射線量の内訳

0.10未満
75.0%

0.10以上
0.20未満

24.6%

0.20以上
0.30未満

0.4%

（平成２５年１１月３０日時点）

測定地点数：１１２４地点

0.10未満
81.2%

0.10以上
0.20未満

18.7%

0.20以上
0.30未満

0.1%

放射線量の内訳

0.10未満
83.8%

0.10以上
0.20未満

16.2%

放射線量の内訳


